
Title 滝本博士五難説に就て : 本庄博士著『日本経済史概説』第一分冊を読む
Sub Title
Author 山本, 勝太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1928

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.22, No.7 (1928. 7) ,p.1005(131)- 1012(138) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19280701-

0131

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


m
l
.
l
.

.

...
h

- r
.

き
.''
:
 

^
 

w
t
o
.
d
v
w
 

P

B
^
. 

.

第
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1

‘三
0

:

の
：紙
幣
礙
枒
鈒
行
の
;̂
れ
の
中
鹿
本
完
全
な
も
め
で
あ
り
て
、
を
れ
は
合
衆
國
の
鈒
行
業
邋
及
び
間
接
化
は
一
般
事
：
 

P

の
雅
移
を
反
映
す
る
こV

J、

.̂
週
報
の
最
も
酿
^
な
項
饵
はT

o
ta

i

crills
.a

n
.d

 

s
e
c
uHc-
-r
.e,sで
あ
つ
て
、
そ
れ
は
，
 

準
備
银
行
R
ょ
つ
て
擗
張
3
れ
&
廣
用
の
仝
额
を
示
す
も
.の
ヤ
あ
る
之
ビ
等
、
こ
职
が
分
析
的
解
說
を
加
へ
.て
思
る 

_

此
等
の
諸
»
^
就

'̂
て
位
_

か
狀
以
患
の
濰
匍
肊
止
め
石
。
-'
:
'.  

•

 

.

以
.土
は
本
翁
■
领
槪
で
派
る
。
爾
雞
者
の
斷
妹
節
略
攻
紹
介
は
屮
分
; »

意
迦
融
^ :

讀
#
,

恐
&'
く
は
讀
者
：の

了

*
 

に
苦
じ
ま
る 

>所
多
か
ら
./
1

本、 -

其
»
は
十
分
枚
著
卷
並
.̂
讀
者
‘
.の
.寬
容
を
乞
ふ
次
银
で
あ
^
。
.
本
眷
が
_
#
^
« 

せ
た
五
十
一
め
地
_

ど
圖
懈
、
ナ
^

の

統

.#
表
及
か
各
節
末
^
俯
し
た
北
ハ
耍
»
は
讀
者
の
了
解
を
助
く
る
所
多
大
で
へ 

あ
る
で
眯
狀
指
鑛
'U
找
爾
史
; i
>
る
^
、：
本
靡
代
據
づ
て
断
»
度
を
の
.も
ー
の
、
鮮
_

;#
#

ら
ん
ビ
す
る
态
ビ
は
無
：珊
.允 

裏

-：
0

嵌
々
な
が
&
ゃ.M

e

細
度
の
大
體
寒
谋
遝
用
特
に
金
融
市
場
ガ
の
關
係
を
了
解
す
る
に
は
實
に
.齡

好
(<
:

«

め
ぺ 

ら
れ
^
:̂
の
で
あ
る
，
.̂
信
ず
^
。
固
ょ
^V、

其
記
述
が
殆
ん
、ヾ」

»

»

«

«鈒
行
を
屮
心
マ」

せ
^

ミ
，、

」

^
對

す

'§
非
« ( 

ゆ
如
^

^5

若
し
之
を
_
.
へ，̂

*
あ
*
^
/j

す
^
?
、̂
其
自
：的
#
失

^
て
ゐ
.る
。
何w

な

.̂

ば
、
細
#
金
捌
市
«
は
备 

國
.
0
中
央
市
«

で
'あ
々
.、
«
處
^
所
拒
す
る
&
育
»
備
級
行
は

己

の
«
度
上
烺
も
W
M
の
地
位
^
占
む
る
^
の
で
あ 

る

か

で

*

ぶ
。
倉
々
R
;

、，
本
*

は
 ̂
«

8

 

 ̂
a

s

.

0

 

^

a

$

0

 

研
究
者
を
裨
益
ず
.
 

る

所

亦

：犬
，
で

あ

ち
.う

;e
IT
I
心
は
れ
る.
o (

昭
和 

一
，
一
一

r

六

、
十

九

)

瀧

本

博

：
士

'赛

.

——

本
虫
博
士
著

『

日
本

.經
濟
史

»

說
|
.「

分
*
を
讀
心

::
;
-
\
 ̂

*

—  

.」

.
山

K

_

: 

'勝

太

、
郧

,
 

; 

.

.

.

•
 

i
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、

-

嚮
に

『

ロ
本
赃
會
史
鳥

2:1本
财
欺
典

』

：の一

1
«
を
著
し
て

.、
通
俗
艰
易

^

之
が
說
明
を
試
み
、
：'以て
時
代
人
の
鑛
書 

研
究
れ
多
大

.の
興
味
を

.起
^

^
め
穴
：
4

經
濟
學
博
士
本
座
榮
治
郞
，氏
が
、
今
囘

3
ら
K『

n
x
本
經
濟
史

1

の
著
述
、を

.試

. 

-

み
^
.
、
.
，そ

：
の

槪

說

の

.？

分

*
を
土
棘
せ
も
れ
、

^
も
れ
大
聚
敎
育

^
た
め

^
盡
さ

^

む
.

v
j

す
る
は
、佘
の
深
く
敬

®
 

を
表
す
：る
所
な

'ぅ
。

S
R
&

制
史
の
研

.究
R
あ

の

『

法
.制
史
論
集
；

|三
池

.周
行
博
士
の
！

r

法 

.制
史

•の
研
究』

等
、權
烕
あ
岑
學
者
'の
太
著
あ
办
。
然
：る
は
0
本
經
濟
猶
;{
?
:
至
ぅ
て
ば
、
肺
«

本
»

士
の
;『

日
本
經
濟
：
 

&

J

I

襪
K1氏

：：

封

建

制

度

一

の
*

*
的
嫌
明
1

淹
故
肉
闲
龈
藏
博
*

邋
_

甘
*

*
靜
|

織

缱』

。
の1
ー#
あ
：る
0
: 

.外

.、
未
奪
#

ャ
擧
界
烊
向
时
そ
牵
の
權
感
あ
る
所
說
を
發
.表
ぜ
る
も
の
一
も
あ

.る
念
じ
。
偶
々
日
本
經
濟
逛
何
'々
苦 

く
は
贿
業
史
宕
々
等
、
颊
種
：の
題
名
を
以
そ
出
腺
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
&
R

し
も
あ
ら
ず
^
.
雖
も
、
而
も
を
は
犬
方 

:潜
«

_
は
於
讨
名
'杜
撰
劫
.稚
な
|

說
>
若

く

：
は

敏

化

先

考

：
の

所

說

を

線

6
合
せ
<

作
れ
各
敎
科
書
の
.範
園
を
出
づ 

る
も
.：の
^
非
ず
。
そ
の
甚
も
為
^

至
み
す
は
大
學
の
高
職
に
あ
る
も
の
^
し
’て
私
か
に
先
人
の
著
述
を
藉
ヶ
て
、
た 

ゴ
和
_

和
_

以
'て
自
象
0
;
名
を
»

し
て
«
然
«
哲
ざ
る
も
の

.す
ら
あ

6

、
.余
は
ひ

^
.
4
脾
肉
の

«
^
«

え
.ず
、
.遂
に 

齒
$

之
：が
研
究
^
精

继

を

志.：せ

冬

に

：
ヮ

'今

偶

：
：
々

本
.述
»

士
が『

日
本
經
濟
见
»
^
1
ど
銘
打
つ
て
、'■京
都
ポ
_
*
學
に 

於
け
务
講
義
集
の
公
刊
を
企
て
ら
れ
た
る
は
、
余
の
之
ら
•不
純
に
對
す
る
慰
繁
料
だ
る
ベ
く
且
は
乂
多
大
の
加
待 

も
*

次
：卷
以
'下
の
續
刊
を
.注
1

せ
む
.ぞ
欲
す
る
所
以
.な
み
心
.
.ン

,

■:
.
.
:

f

}

十

二

卷
.(

1

0

0

$

湔

本

博

士

艽

難

：說

2

轉

て 

i

»

 

1

H

1



4

T

1

S

:

.
(
】

G
Q

六0

 

\

湖

本

.博

士

被

難

說

校

就

.

.て
：

：
 

第

七

「

三
.
.ニ
：

.

.

.

が

.抱

ぐv

乙
ろ
の
之
ら
不
滿
の
事
に
就
^
は
博
士
：も
又
同
.感
ぜ
6
る〜

如
し
。

一
四
頁
以
下
二
！
d
M
k
s
る

.® 

辻

の

所

論

ば

即

ち

之

な

3
れ
て
內
旧
銀
.藏
»
士
の
•遺

稿

を

：集

め

た

る

『

W
本

經

濟

史.の
研
究』

を
以
て
未
だ
集
大
：
 

成
せ
ら
れ
ずVJ  

$
ふ
は
些
か
穏
常
を
欠
く
べ
し
。
成
程
同
*

は
，.第
.一
意
何
.
.々’、
第
.一
節
何
々V

J

は
分
類
せ
ら
れ
ず
、
 

然
れ

\

レ-

も

、
上
下
一
，一：卷
杂
體
を
通
し
て
之
を
熟
讀
す
れ
ば
.、，.恐
ら
く
は
之
ま
.で
に
刊
行
せ
ら
.れ
化
る
口
本
^
*
^
の
.
 

«
魯—

报
も
栩
威
あ
る
も
；の
に
.し
て
、
>今
を
尜
る
乙
、ヒ
略
：四
半
世
紀
の
昔
^
於

て
->
故

博

士

が

斯

く

の

如

さ

研

^

を 

來

裆

れ

し

は

何

人

？
a
7p
そ

の

眞
«

农
る
.學
.者
；的

態

度

ミ

超

人

的
.努

力

：どK
.對

し

て

，敬

服

せ

.ざ

る

も

の

な

か

る

ベ 

し
◊ 

f

令
の
1

ぐ

ビ

今

田

の

學

者

の

硏

討

を

以

て

ず

る

^
、
殆
ダ」

そ
の
.上

に1-

步

を

出

づ

る

な

し。

?
 

僅
^
數

#

*

;̂;
<

て

の

み

翁

，
研

究

^
*
さ
て
多
少
の
興
論
を
挪
ひ
ベ
き
も
の
’

.V

發

見

ぜ

ら

、る

 

> の
.み
，。r

u

n

ず

余
 

は
：セ

オ

翁

餅

史
ー
研
デ
者

^

^
つ
.\

し
u 

irl
i,k
_必
ず
本
#

の
一
讀
を

M

^

o

w
±
曾
て
.そ
の『

ぉ
本
肚
&
史

技

於

て
、
.Il
f
-,
.':
 

條
初
H
^
fe
tH
w

士
の
.所
說
R
從
‘は
れ
た
，るv

j.

こ
ろ
；多

念

も

ま

.
己
^

^
實

な
.

o
s

v
j

ハ

气

、/し

。 

福

田

徳

爾

博

士.の『

扫

本

經

濟

史

論

飪

^

一

 
四

貢)

屢

ミ

：問®
^

^
|
所
0
#
な
_

|

抵
1
な

し
>

高

名

た

し

て

、

一

般

の

大

衆

の

間

に

そ

の

名

聲

-
は

.殆

V

偶

.像

視

’せ

ら

れ

居

名

が

た

め

な

C
N
。

余

は

欧

て

私

 

か

^

フ

レ

ン

.
タ

：

ノ

敎

授

が

、

傅

十

；

の

.原

.著

ic
對

し

'
て

日

本

人

の
.嘗

て

企

て

た

，
る

最

も

「

科

學

的

な

.
る

し

^

:

究 

>ヒ

の

賞

遛

. 

を

興

へ

ら

着

I

.

じ

：
、

而

，

冬

同
#

譯

者

が

¥

 
S

M

に

於

て

、
異

國

I

々

て

，據

る

ベ

き

の

書

甚

だ

稀

な

る

を

、 

拗

士

よ

：く

之

を

-

S

感

k

よ

.
6

て

」

後

時

代

の

學

者

の

研

究

S

一 

致

せ

る

の

奇

跋

を

説

さ

た

る

兩

文

が

同

時

に

牝

の

#

 

の

翁

迸

^

载

6

た

る

を

見

て

、

忍

は

ず

一

驚

を

喫

せ

し

め

ら

れ

た

る

事

あ

れ

V
」
、

今

1:
1

,
熟

々

忍

ふ

^

、
.

本

書

/

よ

 

田

本

猶

濟

辱

界

が

生

み

た

る

齒

田

德

三

傅

士

の

天

.才

を

最

も

よ

く

表

_

せ

る

：所

の

.も

の

^

し

て

、

初

學

者

若

く

は

1

 

般

儿

辟

の

0

者

の

M

ic
之

を

a

示

せ

し

め

ん

か

、

を

の

^

險

®

だ

恐

る

ベ

.さ

■も

の

あ

A

ど

雖

も

、

天

才

の

說

く

所

を

 

聽

カ

む

ビ

す

在

1

は

、

. »
出

の

他

; ^
高

讓

^

顧

聽

す

る

ょ

$

も

、

寧

ろ

却

つ

て

本

書

こ

そ

最

も

を

の

適

し

き

も

の

也

5

ふ
べ
し
o

さ
れ
ば
#

て
本
*

博
士
於
.、
同
書
.の
中
■
見「

1

顺
田
傅
士
の
.大
段
小
氏
_
^

關
し
て
內
田
.銀
.藏
博
士 

の
説
を
藉
6

て

之

を

杏

認

ぜ

.
&
れ

た

^

it
際
じ
て
、.
そ
れ
以
前
に
於
.

p

福
田
博
士
：の
右
高
說
R
惑
は
3

れ
て
課
ち
た 

る
余
は
、(

幸
^

し
て
，當
時
之
を
_

己
：の
書
齊
.の
外
に
出
す
こ
な
.か
6

し
が)

本
庄
傅
士
•の
勞
R

酬
ゐ
む
も
の
ど
、
 

力

を

；致

し.て
氏
族
制
度
釔
研
討
吟
味
せ
し
.事
あ
i>
:
。
然
る
た
•ぞ
の
結
果
は
.却
つ
.
.て
.

『

三

田

學

會

雜

誌
』

®

一
一
 
十

ニ

卷

鲂
 

.1  

'號
^
於
で
發
表
せ
る
卑
見
の
如
じ
。
天
才
の
犀
刹
な
る
獨
，[-
:
!
.の
見
.解

は

住

々

初

學

者

を

誤

.
つ

乙

^
甚

^

大

な◊
ヾ

」 

雖

冬

、
，
而

も

常

^

そ

が
»
斷

論
0

裡
^
.
啓

示

す

る

：何

も
.の
か
.を
含
め
る
を
知
る
ベ
し
。
.佘
は
福
|1
1
博
士
.が
、閑
$:
«
さ 

て
今
，

T
.

度『
S

本
經
濟
史
論
f

吟
味
せ
ら
れ
、
之
を
く
わ
し
く
改
訂
補
修
し
、
以
て
わ
が
：

I：

本
經
濟
史
の
•た
め
k

、
 

初
學
者
^
.
誤
つ
己
ど
な
き
權
威
書
を
.遺
5
れ
む
.
.ミ
く
を
特
^;
切
肇
じ
て
北
ま
.ざ
る
な
6

。 

丨 

'福
.田
博
士
力
ぬ
小
琢
說
に
縛
す
る『

日
本
社
會
爽』

に
於
.け
る
本
庄
博
士
の
批
評
^
似
た
_る
も
の
、
即
ち
本
#
策
四 

節

、
：
日

本

馨

史
»

究

の

：闽

纖

这

題

せ

，る
：
所

謂

瀧

本

.傅

士
.の

五

雛

說

に

對

す

る

批

評

.の
，
一

文

な

ぅ

。

赏

は

『

日

本

經

濟
 

座
_

說
，

』

は
、.
未
'た
そ
の
馆
‘一‘
分
册
.の
出
で
た
る
0-
._み
布
れ
ば
、
全
卷
0 '
.上
.梓
を
俟
ち
.て
之
を
論
ず
る
を
以
て
禮
な

 々

士
信
、1:
'.
だ
.れ
ば
、暫
ら
く
-|
#

士
.の
高
'說
?:
伺
ふ
の
み
に
し
：て
’至
6

し
が
、偶
々
之
の
五
雛
.說
に
關
«

し
て
聊
か
平
素
-
- 

.多
：く
の
學
者
の
R
本
經
濟
史
の
.研
究
'に
對
す
る
態
'度
に
.つ
さ
て
修
ら
ずv

j

患
，a
M -
る

飾

々

あ

气

3
れ
ば
こ
の
機

 ̂

於
：

V

之

化

關

す

る

へ

卑

見

ど

開

.陳
し
、
乙

.

の

不
滿
を
心
れ
人
共
に
除
..去
*

( /
.

乙
ビ

は
.學

徙

そ

：の».
に
'
對

す

る

忠

货

の

一
 

斑
*

&
む
を
も
思
考
し
、®

く
て
’
.事
の
序
に
第一

分
册
全
篇
.，.に
對
し
9
»|
か
所
見
.を
述
べ
ひ
€
す
る
^

至
6

し
な
6

。 

傅
士
幸
校
し
て
^

れ
ら
が
眞
劍
次
る
研
究
め
立
場
ど
^

ビ
し
.、
事
に
關
.し
.て
高
著
を
^

.̂
せ

る

を

：
許3
れ

ょ
0 

奈

«
今

：
日‘
.̂
於

，て

も»
所

劇

五

雛

說̂
は

無

條#
^

^.
:
.同

.威5:
表

さ

む.、
己

す

る.费
^ :
り

.。

成

.程

本

皮

博

士

の

云

は
 

る 

'
如
ギ
德
川
時
代
“の
文
獻
資
料
^
就
て
は
近
時
先
考
に
ょ
ダ
^

幾
多
の
.便
宜
.ビ
啓
.蒙
：の
勞
を
與
?
b
れ
■.た
6
^
0
然 

.抑
：共
.

一

步
そ
れ
以
前
ほ
测
‘ら
ば
、
.
も
早
混
沌
.

V
J

し

，で

據

る

ベ

を

も

.の
甚
だ
稀
な
V
O
:

僅
，に
法
文
*

文
#

の
類
の
亦
續

.

笫
1

,
ー
十
一

.

1

卷

C

1

0

0

七)

瀧
本
博
士
.
五難說に就で

 

.第

.
七

號

r

二
.
三

：



S

十
i
 

c  
S
.
0
O
議

博

士

：讓

靈

婪
 

f
 

J

一
 

三
.四
- 

焚

-a、.あ

か
■

含

、：，
^

^
塵

.な
，*
職

童

活

の
.研

討

紅

、.取
.に

そ

の

如

ぎ

法̂:
、*
文
#

の
®

の
み
^

^
て-

0

0

 

し

、
解

，釋-»
谈

沒
11
&
'

な
<

呔

不
.可

陳

々

。
；
若'^
农

經

，_
史
9
研

窕

が

、.；，
古
-3€
書
^
誌

釋
«:
-
、

」

法

令

の

解

義

ぢ

を

以
 

て

码
t

i

t

甘

ぼ

或

は’五

難

說
l

m
l

M
l
. 

ニ
*
若
.く

は

三
*
は

向

ら

消

滅

せ

ひ。' さ

れv

余

は

.か

く

の 

女
|

法
令
诉
^
錄
の
|1
釋
陳
列
を
：指
し
て
.2:
.れ
&
經
濟
逝
な
3
 

VJff
i
す
る
.
.，

v
j

も
斷
■じ
、て
1認
‘む
.
.る
.事
.能〗

は
ず
、
又
そ
1 

贫
げ
咏
て
眞
•要
見
在
經
濟
辟
の
作
獻
じ
熊
ぱ
^
る
は
も 

>し.1̂
ヶ
言
ふ
.迄
も
贫
き
事
.な

々

，。

か

の

興

國

の

、

々

こ
：
ぶ

6
 .  

讓

l

&

f

幾

多0
”

■

研

究
_

t

身

f t
の

、

餘

ヶ

に»
稽
f

.は

、.，そ

の

罪

の

大f

之

ら

據

な

ベ& 

確
®
な

杏
0

の

欠

如

ぬ

職

し

得.べ

し

。
余

は

：印

本

人
ビ
し

て
m
ら

れ
た
在
國
奢
傳
へ
ら
る
、
は
不
愉
%
な
^V。 

義

»
匿
ら
.欲

す

杏

處

憩

鍇

裏

ぅ

し

た

る

.#-
は
、
W

ち
に
.そ
れ
ら
の
詖
■
論
を
.擎

.指
摘
訂
正
し
て
§

1
 

«
國
0:
馨

.表
現
.
^
、
以
"
|

本
人
な
ふ
の「

責
務
f
c
果
3
ひV

J.

の
’念
願
切
f

。
事
左
程
に
甚
し
会
も
の
會
。

S
れ
_

今

印

に

あ

が

で

も

猶

余

は

#
^
 ̂

殊
k
德

川

時

弋

をi

v3
>
.
-
を 

以
r
0

馳
#
^
«

て

然
>
0
-
0
vi
i
k
先

人

...の

說

後

寶

從

し

、

f
'
の

中
^
s
 

A
y
.

乙

を

抜

，を

て

書

き

上

げ

て

事

迟

.る

.
ベ

さ̂
 

寄
の
類
K
就
て
は
®
•

ら
く
云
は
ず
。
苟
ぐ
も
學
者
眞
劍
の
.態
度
を
以
て
某
の
15
を
來
3

ひ
ビ
欲
す
る
ど
さ
は
、
い
か 

R

令
の
資
料
の
缺
糖
ミ
、
據
る
.べ
を
％
の
、
不
備
ミ
に
惱
ま

3

る
ベ
‘き
、，i
到
底
雜
す
所
R
非
.ず
。
次
れ
ば
多
く
の
學

. 

者

又

l
i l
日
本
經
濟
輿
の
研
究
す

^
も
事
未
だ
ぞ
の
1
端
化
..觸
れ
た
る
の
.み
^
-
し
て
旣
に
之
を
拋
0 .
も
.の
.独 

i

し
。
か
0 :「

鄕

:[
:
經
濟
史」

©
研

究

代

至

ん

で

は

：
、
，
こ

の

苦

痛

極

.端

，な

る.も
の
あ
6

0
折
灼
多
太
の
it
憬
ど
熱
^
: 

家
る
努
カ
ゼ
も
で
老
が
研
鍛
^
常
々
、
而
も
畢
ほ
果
1-
事
能
は
.ず
じ
て
巾
.絕
し
.だ
る
學
者
そ
の
數
は
於
て
_

だ
眵
し
。
 

余
の
勉
找
る
限
-
^
於
^
ず
ら
旣
^
が
ぐ
の
如
し
。.
而
も
向
ら
の
體
驗
R
W

み

て

、
：
余

は

；
決

し

て

：

f

#

{/
る

心

な
 

し
。
博
士
.

た
一
れ
^2

!

ら
創
め
て
：據
る
も
£

ろ
0
:
路
，を
以
て
深
ぐ
.̂
:本
經
濟
史
の
研
討
を
進
蛉
&

れ
^

か
> 

?

 

K

必
ず
や
^

れ
I

ミ
共
に
乙
0
_
か
を
深
く
^

^

^
卜
所
あ
：ら

背

，
“

.
ぺ

 ̂

- 
L.̂-
=
- 

- 

- 

- 

-
=■=-
 

- 

-
g
- 
 ̂

■ 

- 

_ 

■■■■ 

- 

- 

.

.
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.

_
_
_
_
__

余
は
世
間
多
く
の
初
敷
者
が
、
先
：人
の
磁
齔
の
»
園

に

安

居

し

て

.、

を

C D
,

作
り
#

た
各
®
製
品
を
珍
®
す

る

.を

符 

め
む
ど
都
る
k
は
非
ず
。
そ
も
亦
斯
學
W
究
發
達
の
ー
助
た
ら
む
ゴ
れ
ざ
璺
徙
の
責
は
決
し
て
著
述
に
も
非
れ
ば
、
 

乱
又
^
先

生

於

を

分

は

も
#

:

ず
。
深
遠
な
る
滹
现
の
撒
梵
即
t
之
ゆ
み
。
己
の
見
解
ょ
6
し
て
命
は
1-
:1!
本
經
濟 

史
研
究
の
.、
從
來
を
か
も
輕
«

_
せ
ぢ
れ
、
を

の
.研
究
に
常
ぅ
て
敬
虔
な
ら
ざ
る
者
»

か
ら
ざ
る
に
«
ら
ざ
6
し
者 

余
は
#
0
め
修
る
雄
^
#
承
じ
、
掛
己
の
# ;
ず
ふ
新
な
る
所
說
の
發
見
.せ
ら
れ
-た
る
ビ
き
に
非
ず
ひ
ぱ
、
學 

徙
は
杏：

ゆ
.肌
#
^
!

！
藤

ぬ

徽

表

ナバ

豪
§

_

ず

贫
信
ず
る
者
な
か
。：：

さ
^
§『

ぱ
* :
緻
濟
史』

g
：

容
級
く
刊
行
せ 

ら
れ
■

、
を#

研
究
の
_
雛
_

ふ
ゆ
必
紙
き
結
艰V

J

し
て
ま
こ
V
J
ic
實
な
か
ふ
が故に余はをの刊行少き 

紅
懷
む
か
雜
も
、
職
も
多
擻
の
.雜

も

办

、
炙
呔
®
勸
莳
品
の
類
の
出
现
せ
ひ
ょ
6
は
、
.極
め
て
眞
«
な
5:
少 

數
のH

T

本
經
濟
处
に
關
す
么
研
究
播
の
現
れ
，

$

こ

cl
'
を
仰
-勤
し
•て
.止
ま
ざ
る
一
人
な
ゲ
。 

,

f t

ic
五
娜
說
中
に
述
べ
ら
れ
た6

V
J

す
る
德
川
時
代
の
文
獻
の
.材
料
の
雜
馼V

J

矛
盾
V
J
k至
6

て
は
ま
ミ
V
J
k痛 

切
な
る
，'感
ぁ
ヶ
.。
葙
し
取
純
に
そ
瓜
収
捨
■
櫻
を
符
.は
ひ
か
”
時
^
數
坟
の
所
說
を
卟
き
て
得
意
た
る
も
、
贵
架
ら 

^
ゃ
、
ぞ
は
«

は
.
ブ
個
の
主
た
る
人
0 :
»

見
に
し
て
、
他
は
.悉
ぐ
之
^

附
和
隨
喁
し
た
る
ま
で
の
事
な
ざ
-ぁ
6

、
之 

ら
乙
を
敗
ぼ
本
經
滿
史
研
^ ；

や
最
來
觏
雌
な
る
^ ;

の
ど
い
ふ
べ
し
。
而
も
か
く
の
如
く
矛
盾

*

駁
な
り

S

も 

.そ
の
資
觀
§
#
す
る
-限
な
に
於
て
は
ま
だ
ま
各
れ
ヶ
。
を
の
遠
き
時
代
に
，至
ク
て
、
資
料
す
ら
殆
で
欠
台
た
る
^
於 

て

、今
！！：

の

稆

度

は

あ
6

て
は
、.
到
底
未
だ
五
1

の
ー
も
解
決
せ
ら
れ
ざ
る
も
ゆ
ど
い
.ふ
べ
し
ジ 

以
上
は
本
压
博
士
が
評
せ
ら
れ
/5
る
五
«
1

を
讀
み
.て
.、

聊

か

、
平

素

抱

く

 V
J

己
ん§

卑
見
1

述
ぶ
.る
.機
會
を
得
ひ 

V
J.

じ
^

る
も
の
な
み
が
、
恐
ら
く
か
ぐ
解
釋
す
る

，

^

き
ぼ
博
士
す
同
じ
く
共
^
五
雛
の
啖
ヒ
慨
か
る
、
M
s
な
ら
ひ
.。
 

氽
ば
常
^
«

士
が
ロ
本
研
究
の
た
め
に
氧
先
.筆
を
マ」

^.
れ
、
自
ら
第
一
緣
R
起
ち
て
势
カ
，#
_
.

せ
ら
れ
ひ
ビ
す
るH

 

對
u
,

l*
:
深
厚
な
.る
敬
寂
を
表
す
る
7
P
0 .
な
ク
。
次
れ
ざ
佘
は
博
士
が
そ
の『

日
本
社
.會
史』

に
於
て
指
* ,
せ
ら
れ
-た

第二十二，
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1

0

0

九)

.

湖本博士艽難說に就て
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笫
.
七

號

ニ

~
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:

第

一

丨

u

卷

o
o

-
r

G
O

瀧
本
博
士
波
雛
說
に
，就
て 

第

セ

躲

::
;

s

ハ__

-

る

瀧

本

博

士

、
'
福

11
1
博
士
兩
氏
.に
»
す
る
異
論
に
就
て
は
、
齚
に
夫
々
別
の
機
會
に
於
て
‘不
快
を
覺
え
た
る
旨
を
述 

ベ
た
.ぅ
。
芄
雛
說
‘の
、批
評
代
於
で
1
亦
同
じ
6
成
程
人
ば
各
々
を
の
見
る
$
こ
ろ
の
.立
場
を
興
に
す
べ
し
05
さ
れ
ざ 

兩
者
峠
^
あ
6
て
右
顧
す
る
者
ど
左
.盼
す
る
者
ビ
.'の
間
.に
所
見
を
異
に
ず
る
は
±
を
指
摘
し
て
可
な
，リ
。
峙
の
人
の 

見
.る
所
ビ
髋
^
あ
グ
て
語
る
人
ど
の
所
見
ば
之
を
對
比
す
る
纪
由
な
し
ノ
博
士
がH

I

本
經
濟
史
の
研
究
を
普
及
せ
し 

め
、

一
般
化
せ
し
め
む
’ど
，ゆ
努
カ
貢
_
^
對
し
>

は
我
ら
の
感
激
を
槔
げ
，む
所
也
。
3
れ
V
J
/
C
の
立
場
ょ
6
し
て
、
 

他
の
：學
者
の
眞
摯
.な
各
研
究
、態
度
^

o -
’き
.て
評
せ
S

る

、
-̂
至
^

て
ば
之
に
賛
成
す
み
こ
^
能
は
ず
。
殊
R
博
士
が

S

乙
ろ
®
だ
.大
な
る
あ
6
 

0.か

、
.る
が
故
^
聊
か
五
_
办
詉
に
，對
じ
て
卑
見
ヒ
述
.ぶ
、
肉
ら
願
み
て
耻
づ
る
所
切
な 

_が
。
希
ぐ
は
博
士
乙
‘の
後
ど
の
種
の
異
論
批
断
を
止
め
レ
れ
：
.た

 ̂
.一
 

意
*
篆
な
る
研
鑽
に
精
進
す
る
も
の
を
し
て 

餘
#

に
心
を
勞
せ
し
め
ざ
ら
む
こ
匕
を
、

.

.1 

..
,

,

さ
れV」

余
は
V
澌
士
の
先
考
^
對
す
る
こ
れ
ら
の
興
論
.の
事
を
除
き
.て
は
、
规
多
の
點
k
於
て
多
大
の
敬
意
を
表 

す
る
も
の
な
6
。
.乙
の
度
视
行
せ
ら
れ
た
る
笟
ニ
分
册
に
於
.て
も
你
.に
共
嗚
す
べ
き
ニ
三
の
點
な
し
ど
せ
ず
。
例
之 

四
八
H
k
於
て
述
べ
ら
れ
だ
る「

硏
究
.の
#-
:

料
J
R
於
け
る
博
士
の
a

觅
の
如
き
は
仑
の一

也
。
•斯
く
如
き
は
、
從
來 

0 :
~v
許
釋
.的
經
»

*」

の
•舊
赛
V
J
脫
し
て
、
科
學
的
研
究
.

r
の
一
.
.跳
.蹓
を
爲
す
所
の
方
法
，に
し
.て
、
特
に
心
が
中
世
以 

前
の
終
濟
史
硏
货
に
於
て
、
的
代
文
鐵
を
離
れ
て
^-
到
底
そ
の
眞
姿
を
视
ぐS

V
J

不
可
能
.な
る
を
見
るV」

&

一
層
切 

货
也
感
f
る
.评
な
&

ひ
。
經
濟
史
に
於
け
る
M
s
九
■
.

固
V
J
最
も
廣
義
^
解
釋
せ
.ら
-る
-
、
漉
本
博
士
0 .
1
:
に
學
べ
る
も 

の
，e
じ
：て
？
且
•又

新

經

濟

姻

i l
k
據
.る
者
^
•
し
.て

、

条

は

ご

の

.‘
一

節

に

對

し

て

ば

甚

大

な

る

喜

び

を

以

セ

璘

し 

た
る
次
笫
な
々
。
ハ 

•

次
^

W
 土
が
、
を
の
飯
！
1苺
、
政
治
；̂
會
細
織
の
.戀
速
、〉

纸
一
節
、
氏
族
制
度
の
社
會
，
そ
の
一「

^
«

の
»
«」

I
{,

,

!
I

;

is

の
所
£

て「

我

國

上

言

於
？

^

^

^

^

^

^

翁

I
f

漸
次
«

ふ
^
至
つ
た
ネ
の
で
ぁ
る
が
そ
れ
が
十
分
に
發
達
し
た
^
き

の

形

识

ち

揭

本
5
=
の
も
の
に
つS

て
^

j
る 

RO
J
云
々v

j

記
^
れ
た
る
は
佘
の
最
も
敬
虔
の
.心
もV

迎
へ
た
る
：所
な
々
。
博
：土
；は
曾
て『

ロ
本
社
會
史
技
於
て
、
乙 

の
政
治
&
會
組
織
の
變
邀
を
氏
族
制
度
の
社
食
、
郡
縣
制
：度
の
社
#

、.
莊
園
制
度
の
.社
會
.
分
權
的
封
建
制
度
の
社 

會
、集
權
的
封
雕
制
度
の
社
會f

今
囘
ば
さ
ら
^

^

^
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